
田

本

偲

石

崖

地

表中

村

新

太

郎

編

＼
ノ

脚
i
和

歌

山

懸

′し

｢

･:7
[

那

製

郡
粉

河

町

中

津

川

海

軍
郡
友
ケ

島

和

歌
出
府
大

蛇山

デ

テ

有
川
郡
琴
抑

肘
沼
谷

同

郡
八
幡
尉
三

_

同

郡
城
山
射
3=物
川

･L
ヤ
ゼウ

同

郡
鳥
屋
地
相
金
屋

舶
摘

同

郡

石

垣

肘

糸

川

コ
ソ
､,

同

和

崖
村

竃

見

日
本
北
石
蕗
地
衷

･[
･
工

.I.
:.;

II;
.=･･,I/
･2.I.;

ィ

ノ

号

ム
ス
~

皇

遠

別

フ

ユ
ー

Tt
イ
ド

〓
∵

珊

瑚
イ
ノ

セ
ラ

ム

ス

砕

苦
虫
.

珊
瑚

柚

況
嶋

民

イ
ノ

セ

ラ
ム

ス
､

ア
ン
屯

ナ
イ
･L
.
氏

紡

押
出

イ

ノ

セ
ラ

ム

ス

洪
積
世

･;
･:=蒜
.如..I;

依
羅
紀

促
緋
紀

忠鵜島基

〓
'=:･･I::,=
3.那

宙
塗
代

･.･-I::i
.i_jf.::

同

郡
藤
敢
射
水

尻

同

郡
田

植

川

村

3
3
射

有
田
郡
田
植
川
村
楢
原

同

郡
柑
植
川
村
植
原

同

郡
紛
洩
町

水
谷

同

郡
蕗
浅
町
山
田

同

郡
贋
相
和
農

畜

鴻
(

小

言

代

品

)
の

幹

自
室
如
蜘

C

v
.q
t

h
c
tq
c
e
a
e

放
散
虫

古
生
代
～

妨
純
血

.

着
生
代

ァ
ン

芋
イ

t
t

イ
ノ
白
亜
紀
糊

セラムス､う
に

織
物

'風
'

葦

脚

蛾

鼠捕
物
-

艮

同

郡
南
贋
射
池
上

介
石
山

見

同

郡
南
贋
肘
国
威要

せ

白
亜

紀
朋

自
重
紀
綱

白
亜
紀
硝

C
･･-･'蒜
]･.:=.

;
･'･:･･I.･.gj
.Li:



地

球

筋
玉
食

同

郡
商
贋
村
甫
金
屋

俳

雅

紀

約

･････=
&･=･･2･･箆
=
叫

･:.:･
町
牛
‥
:
ll

..

.:
i

:.i･.
紺
....,
.

僅

瀞

配

筆

ハ

蛇

至

八

こ
六

同

郡
西
菖

材
軸
崎
翫
軒

整
地

竺

紀
郷

力
1
ヤ
マ
封
チ
ガ
タエ

同

郡
語

順
視

差
'

網

不
知

､

衝

撃

紀
帥

同

郡
衣
衆
村
衣
奈

珊
瑚

保
雄
腔
凋

ノラ
サ
斗

カ
.､
ヤ

フ

う
井

同

郡
白

崎

村

太
引
p
剰

谷

ー

吹

升

耐
山

欄
附
納
期
瑚

ー

保
雅

紀

I
;
ド

.TL
rL

.di?ノ
附
;

イ
小り

同

郡
稲
成
射

軸
物

同

郡
万
呂
柑
下
方
呂

柏
物

同

郡
南
部
町
堺

良

寛
革
婁
郡
九
避
村
営
非
常
非
供
～;

組
物
､見

け
ケ
ガ
ハ

ウ
ケtJが
〓

同

郡

舗

川

村
蘭
州

請

川
谷

小皿
..<R
lH･--バ｢

同 岡 同 園 同

.y
m
之
恒
,<;

郡
那
智
村
井
闘
'
州
閤

郡
勝
浦
町

鳩
胸
山

都
下
里
尉
浦
醐

座
滋

郡
肯
座
町
･.rt-3
集
堪
校
基

特
色
川
村
日
色
州
､(?
=Jji;
IL･.!lI
御
車
洩

;i艮風良

洪
積
世

箪

二
紀
馴

第
三
紀

第

三
紀

爵
三
紀

洪
積
世

桝

第

三

紀

洪
積
倣
侶

西
牟
婁
郡
富
二
橋
尉
橋
杭

同

郡
鯛
用
鮒
個
ノ
浦
'

棚
鮒
朗

夢

二
紀
新

郎

即

｡

チ
ャ
ー
語

讐

紀
細

和
歌
出
願
化
石
産
地
解
説

和
歌
山
煤
に
は
古
庄
中
生
の
希
代
に
亙
っ
た
化
石
の

産
地
が
あ
る
串
は
前
に
掲
げ
た
二
義

楳

Jヾ
同
じ
で
あ
る

が
'
殊
に
中
生
代
の
白
華
保
雄
に
亙
っ
た
よ
き
北
石
崖

地
の
あ
る
串
は
著
し
い
事
で
･
今
綾
も
新
し
き
産
地
の

帝
国
す
る
歎
撃
が
あ
る
O
も
し
そ
れ
従
雑
時
代
未
詳
の

中
生
暦
或
は
厨
序
上
保
羅
系
ビ
さ
れ
る
地
層
に
在
旦

J

は
琴

っ
ち
か
ら
化
石
の
産
出
す
る
目
あ
て
が
な
-
は
な

い
か
ら
愉
快
な
希
望
で
解
説
が
出
凍
る
わ
け
で
あ
る
O

古
生
代
の
化
石
は
童
ご
し
て
石
衣
暑
中
の
有
孔
虫
で

石
準

高

配
に
威
す
る
｡
既
知
の
紡
健
虫
の
産
地
は
有

田
郡
石
垣
射
糸
州
及
田
植
川
村
嫡
原
の
も
の
で
あ
る
｡

共
に
二
十
番
舟

山
地
質
群
飼
和
歌
山
固
幅
に
は
中
生
暦



に
塗
ら
れ
て
居
る
地
域
で
あ
る
｡
糸
川
の
も
の
は
古
-

か
-,
(謂
噂
謂

葦

諜

)
知
ら
れ
て
百
番
竺

詑
明
苫

中
に
も
産
地
が
摩
げ
ら
れ
て
ゐ
る
に
も
傍
ら
や
間
隔
に

は
中
生
瀞
中
に
入
れ
ら
れ
た
｡
楢
原
の
一紡
錘
虫
は
多
産

し
な
い
が
究
郎
博
士
に
よ
っ
て
尊
兄
さ
れ
.
白
鷺
系
M

着
生
瀞
ご
の
境
鼻
は
も

つ
ご
苗
に
寄
る
も

の̂
,し
さ
れ
た

(詣

呼
謂

宝

謂

)
而
し
て
朝
原
部
落
の
北
方
の
海
岸

で
は
白
壁
系
,H
量
産
界

｣ヾ
の
境
外
が
断
層
兼
に
常

っ
て

こ
Ĵ
に
極
め
て
小
さ
な
投
が
出
来
て
ゐ
る
こ
亡
は
誰
に

で
も
乗
の
つ
-
こ
/̂)
で
あ
る
｡
高
橋
博
士
の
兼
大
軍
業

論
文
の
地
質
間
を
見
る
/̂し
之
も
亦
あ
./J
灰
-
な
し
た
形

ち
で
確
か
な
紡
傭
虫
の
あ
る
石
衣
碧
地
は
鳥

ノ
農
統
中

に
入
れ
ら
れ
て
屠
る
｡

中
生
代
の
化
石
yJJJ
し
て
は
今
ま
で
に
倣
雅
紀
の
鳥
ノ

農
続
に
腰
す
る
多
-

の
化
石
ご
口
重
紀
の
僕
石
統
'
竃

原
統
'
栖
原
紙
及
和
鬼
練
に
屈
す
る
も
の
が
庶
す
る
.

鳥

′
愚
石
衣
岩
か
ら
出
る
化
石
は

C
h12t
etOP
S
is

c
r
iコ
ita
を
初
め
.,)
し
て
種
々
の
珊
瑚
や

C
ida
i･is
や
有

孔
虫
等
甚
だ
多
-
､
水
越
時
の
も
の
や
醐
谷
の
或
る
着

そ
ンデ
)i

衣
岩
中
に
多
産
す
る
0
門

蘭

の

大
岩
は
化
石
の
あ
る
霧

円
本
化
石
塵
地
表

に
棟

の
天

然
物
保
存
の
指
命
を
受
け
て
屠
る
,̂j
聞
い

た
｡

11
鴨
鳥
ノ
凝
石
灰
岩
は
日
本
に
放
け
る
倉
化
石
暦

ご
し
て
甚
だ
著
し

い
も
の
で
あ
る
が
､
ノ
イ

マ
イ
ヤ
ー
.

横
山
.矢
部
､
軍
奴
諸
氏
の

l
邸
の
化
石
に
閥
す
る
研
究

が
あ
る
許
-
で
あ
る
O
H
本
の
鳥

ノ
凝
統
化
石
に
就
で

は
徹
底
し
た
研
究
が
待
た
れ
て
ゐ
る
｡
白
幡
射
附
近
に

は
石
衣
岩
層
が
数
槽
あ
る
が
其
の
何
れ
も
が
同
暦
準
で

./15-
化
石
に
富
ん
だ
も
S
tAJJ
然
ち

ぎ
る
も
の
だ
が
あ
る

L
t
且
っ
烏

ノ
教
練
中
に
は
放
散
虫
を
食
む
/̂J
恩

へ
る

角
嘉
が
数
億
あ
る
か
ら
鳥

ノ
英
紙
食
滞
に
亙
っ
て
恐
-

化
石
鼎
を
決
定
し
得
ら
れ
る
ビ
考

へ
る
｡
鳥
ノ
農
銃
の

層
序
塾
的
研
究
地
yJ
し
て
は
鳥
ノ
農
の
費
碑
地
で
あ
る

土
佐
の
佐
川
よ
-
も
値
域
が
贋
-
て
且
つ
地
質
構
造
上

此
の
地
方
の
方
が
恰
過
で
あ
る
｡

烏
ノ
農
統
及
自
重
紀
厨
の
南
方
に

7
帯
を
成
す
牌
代

未
詳
の
中
生
優
は

一
般
に
北
方
の
も
の
よ
-
下
位
に
あ

る
も
の
恐
-
倣
雅
紀
に
屈
す
る
01J
さ
れ
る
.
其
の
内

か

ら
未
だ
化
石
の
敬
見
さ
れ
た
こ
/̂J
を
聞
か
な
い
が
.
化

石
産
出
の
挽
嬰
が
な

い
で
は
な
い
｡
室
根
志
に
紀
伊
日

高
郡
大
浦
の
石
棺
某
'
木
版
宥
'
石
菊
'
石
牡
升
の
慶

喜
か

二
七



地

球

第
五
懸

甲品
じ
て
ゐ
る
の
は
=
高
郡
北
中
崎
村
小
浦
笠

に

チ
ウ
ラ

檎
物等
の
化
石
が
あ
る
額
を
抱
か
し
め
る
0
筏

讐

探

究
を
婁
す
る
次
窮
で
あ
る
｡

白
翼
配
の
も
の
に
な
る
ご
讐

に
有
名
な
の
は
勘
薦

梅
の
北
岸
水
管

南

岸
天
曳
山

の

,-

コ
､､･
ア
ン
世
の

も
の
だ
-

れ
晶

雷

の
柄

物
化
雷

あ
る
0
横
山

博
士
は

元

空

年
に

水

谷

か
ら

の

樺

山

の

種

物

化
石

志

茄
類

の
E
sth
e
r
la
嘉

警

れ

友

和
舶
謂

聖

誠
)

苔

苗

下
の
も

｡も
美
し
い
P
e
c
op
te
r
;s
G
e
y
Le
r
lLTu
tL1

の
外
多
-
の
捕
物
化
石
豊

だ

貝
額
が
滞
山
に
出
る
｡

畏

町
畠

の
民
や
商
贋
村
空

介雷

の
月
も

憩
-

警

世
の
も
等

-

が

其

の
柘
物
化
石
官

の
閥
係

は
未
だ
充
分
に
判
っ
て
居
な

い
｡

紀
伊
の
鳥

ノ
英
統
豊

-

幾
層

の
犀
序
は
高
橋
博

士
に
よ
っ
て
研
誉

れ
,
讐

債
露

豊

の
窒

素

を
下
か
去

っ
て

嵩
原
琴

相

原
撃
鳥
屋
城
続
の
三

ト
i
ゼ
ウ

セリ
-
Jハ

っ
の
著
し

-
異

な
った
枕
に
別
け
ら
れ
た

こ
長

南
酉

｡

本

の
白

岩

分
層

音

大
光
明
晶

へ

又
掩
帽

持

S(mle
Crctaeeous
l
os
sils
from
A
na管

oi-
he
rslan
L]
O
f

A呈
iand
l
oy
ajo
in
l

he
Provinee
o
=
{il･･
S
c
i･
Rep.

讐

ハ
紙

喜

二

八

叫
eo
rh･.
fG
･
韓

lTTn
li;
･J･5
.2
n
Ch
)

諾

矢

部
博
士
,
誌

巧

長
尾
氏
'
満

水
氏
等
の
研
究
の
結
果
日
本
の
こ
高

介

は

)
つ
の
層
準
か
ら
出
る
-
∽
で
は
な
い
こ
と
が
明
に
さ

れ
.
且
つ
和
泉
砂
誉

｣
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
は
下
部
白

異
系
望

高

弁
T
r
i2
0mi

p
o
c
i]iifo
r
m
is
の
層

･,J
は
全

-
薫

っ
た
も
の
で
p
上
部
の
白
華

薫
の
セ
ノ

ン
枕
で
あ

る
こ
亡
が
明
に
な
っ
た
O
高
橋
博

士

の
鳥
屋
城
既
は
著

し

い
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
(T
Lirri

l

i

t
e
s
や

P

ra
vi

t
o
c
e
r

a
s
)

を
倉
む
だ
七
ノ
蒜

で
あ
る
が
こ
の
化
石
産
地
準

に
は

惜
-

に
和
泉
統
4/J
L
で
和
英
砂
繋
ぎ
の
関
係
空

等

こ

4/J
に
し
た
.
矢
部
博
士
に
よ
れ
ば
ア
ン
モ
ン
介

の

A
･

ca｡t
hoceT'lS
を
倉
む
楢
原
枕
は
セ
ノ

マ
言

ゐ

-
､
三

角

介
を

倉
む
菅
原
銃
は
ゴ

ー
ル
ト
統
以
前
の
LJ
の
で
あ

る
｡
之
等
各
祝
に
は
射
有
期
の
外
亨

の
二
枚
介
の
化

石

(fno
ceram
usや
C

ucl11-1
e
a
)を
倉
む
で
居
る

O

来

れ
に

し
て
も
細
別
或
は
購
別
ど
な
る
ざ
ま

だ出
来
上

っ

て
居
な

い
p
鳥
屋
城
枕
に
し
て
皇

一
つ
以
上
の
化
石
制

を
作

っ
て
屠
る
機
で
あ
る
か
ら
鎮
魂
の
層
序
塾

的
研
究

が
望
ま
し

い
｡
な
は
多
-

の
種

の々

化
石
が
出
て
く
る

こ
}J
で
あ
ら
,フ
rD



有
田
餓
道
の
竃
川
輝
に
近
い
藤
並
肘
水
尻
か
ら
出
た

マ

ル
'1
チ
科

(C
y
tll
heac
ea
e)
の
木
幹
は
日
本
で
は
稀

に

見
る
組

織
の
明
か
な

も
の
で
恐
-
D
icltsol･ia
な
9･,･)

の
幹
で
あ
ら
う
｡
果
し
て
和
英
牡
の
も

の
か
否
か
明
で

･
･:
･
･
'･_i.;I:
･:･
.･,
'
'...;･･:...I
.
..
..I.:.:.i.,
I.,...'1
.'･
･
.:･
二

.･･.

紀

伊
に

は
新

生

代

の

化

石

も

少

-

L･4
い
.

紀
伊

の

石

衣
産
地
で
あ
る
那
智
の
舘
三
紀
厨
に
は

T
I
X
O
d
iu
m

d
istic
u
m
等
の
所
謂
北
極
や
新
散
の
植
物
化
石
AIj
基
に

艮
化
石
を
産
す
る
｡
北
極
中
新
世
の
撒
物
群
は
時
代
は

中
朝
散
に
限
ら
れ
て
居

や斬
新
散
に
も
互
-
或
は
も
つ

ご
古
-
も
あ
-
得
る
か
ら

那智
の
第
三
紀
の
時
代
は
求

だ
確
定
は
出
来
ぬ
が
ど
も
か
-
中
新
散
文
は
そ
れ
以
前

で
あ
る
.
表
に
は
省
い
た
が
ナ
ト
ル
ヌ
ー
に
あ
る
南
牟

婁
郡
大
山
対
は
塞
命
婁
郡
小
口
射
犬
山
で
あ
ら
-
｡

紀
伊
の
南
端
串
本
町
に
近
-
石
英
粗
面
潜
脈
で
名
高

い
櫓
杭

の
南
方
箇
三
紀
居
中
に
あ
る
石
衣
岩
に
は
海
百

合
梧
珊

瑚
邑
頬
の
化
石
を
有
し
中
新
世
に
腐
す
る
も
の

)ヾ
見
な
さ
れ
て
居
る
｡

田
遊
脚
近
の
艮
化
石
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本
化
石
渡
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表

岸
地
方
に
は
数
多
-

の化
石
塵
地
が
あ
る
｡
横
山
博
士

は
永
い
聞
曲
等
の
化

石七
採
集
さ
れ
て
其
の
縛
兼
三
十

一
種
の
展
頚
u
S
er
rJLlla
の

山
種
を
記
載
さ
れ
下
部
鮮

新
世
の
も
の
-

れ

た
｡
(説

誓

碑
地
畑
謂

詣

)

洪
積
散
の
且
化
石
は
紀
伊
両
岸

の
臆
き
海
岸
段
丘
厨

中
か
ら
産
す
る
｡
基
の

山
例
は
本
誌
第

1
懇
第
二
銀
に

掲
げ
た
南
部
町
堺
の
も
の
で
今
で
は
こ
ゝ
よ
-
も
暖
か

い
膿
に
住
む
民
を
倉
む
で
屠
る
O
和
歌
山
市
の
段
丘
上

に
散
在
す
る
f̂J
い
ふ
展
や
珊
瑚
も
同
じ
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洪
積
散
の
も

の
亡
別帖
め
ら
れ
る
｡
田
口
克
敏
氏
は
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歌
山
棟
海
岸
地

方
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旦
化
石
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め
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れ
る
も
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を
幾
箇
所
か
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げ
ら
れ
た
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で
れ
等
が
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し
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化
石
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あ
る
や
神
職
散
即
ち
親
牡
の
も

りで
あ
る
か
の

罷
別
が
明
亮
で
な
い
の
で
.
こ
ゝ
の
未

に
は
勝
浦
町
及

古
座
町
の
貝
を
慣
ら
に
洪
積
低
の
も
の
だ
し
て
掲
げ
た

和
歌
山
堀
の
層
序
を
定
め
れ
ば
南
西
日
本
外
糟
の

一

般
厨
序
が
判
る
わ
け
で
あ
る
｡
静
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に
す
る
に
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化
石
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箪

叫
の
俊
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す
る
｡
和
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石
の
新

席
地
の
増
し
て
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る
が
之
ド
壷
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暦

序
従
っ
て
地
史
の
分
明
に
な
る
棟
に
な
る
を
心
か
ら
望

塁
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熱
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藩
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